
(57)【要約】

【課題】術者が疲れることなく効率よく可撓性挿入部に

推進力を付与することができる内視鏡の推進装置を提供

すること。

【解決手段】内視鏡の可撓性挿入部１内の長手方向に、

錘５が進退自在に内挿された錘ガイド筒４を配置して、

錘ガイド筒４の先端部分には錘５の先端面が当接する当

接面２ａを設けると共に、錘ガイド筒４の両端に流体管

路６，７を各々連通接続し、流体管路６，７を通じて錘

ガイド筒４内の後方から前方に向かって流体を流すこと

により錘５を錘ガイド筒４内の後方から前方に移動させ

て錘ガイド筒４の当接面２ａにぶつけ、それによって可

撓性挿入部１に推進力を付与するようにした。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 の 可 撓 性 挿 入 部 内 の 長 手 方 向 に 、 錘 が 進 退 自 在 に 内 挿 さ れ た 錘 ガ イ ド 筒 を 配 置 し て
、 上 記 錘 ガ イ ド 筒 の 先 端 部 分 に は 上 記 錘 の 先 端 面 が 当 接 す る 当 接 面 を 設 け る と 共 に 、 上 記
錘 ガ イ ド 筒 の 両 端 に 流 体 管 路 を 各 々 連 通 接 続 し 、
　 上 記 流 体 管 路 を 通 じ て 上 記 錘 ガ イ ド 筒 内 の 後 方 か ら 前 方 に 向 か っ て 流 体 を 流 す こ と に よ
り 上 記 錘 を 上 記 錘 ガ イ ド 筒 内 の 後 方 か ら 前 方 に 移 動 さ せ て 上 記 錘 ガ イ ド 筒 の 当 接 面 に ぶ つ
け 、 そ れ に よ っ て 上 記 可 撓 性 挿 入 部 に 推 進 力 を 付 与 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 内 視
鏡 の 推 進 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 流 体 管 路 を 通 じ て 上 記 錘 ガ イ ド 筒 内 の 前 方 か ら 後 方 に 向 か っ て 流 体 を 流 す こ と に よ り
、 上 記 錘 が 上 記 錘 ガ イ ド 筒 内 を 前 方 か ら 後 方 に 移 動 し て 上 記 錘 ガ イ ド 筒 の 当 接 面 か ら 離 れ
る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 の 推 進 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 錘 の 位 置 を 検 出 す る た め の 錘 位 置 セ ン サ が 上 記 錘 ガ イ ド 筒 の 外 面 に 面 し て 配 置 さ れ て
い る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 内 視 鏡 の 推 進 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 可 撓 性 挿 入 部 の 基 端 に 操 作 部 が 連 結 さ れ て 、 上 記 流 体 管 路 が 上 記 可 撓 性 挿 入 部 内 か ら
上 記 操 作 部 内 を 通 っ て 上 記 操 作 部 外 に 導 か れ 、 上 記 流 体 管 路 に 流 体 を 送 り 込 む 制 御 を 行 う
た め の 流 体 流 制 御 手 段 が 上 記 操 作 部 外 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 内 視 鏡
の 推 進 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 内 視 鏡 の 推 進 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 を 体 内 の 管 腔 臓 器 に 挿 入 す る 際 に は 一 般 に 、 内 視 鏡 の 可 撓 性 挿 入 部 を 手 元 側 か ら
押 し 込 む 操 作 が 行 わ れ る 。
　 し か し 、 可 撓 性 挿 入 部 が 管 腔 臓 器 の 奥 へ 挿 入 さ れ る に し た が い 挿 入 操 作 に 対 す る 抵 抗 が
大 き く な っ て 、 可 撓 性 挿 入 部 を 押 し 込 ん で も 手 元 側 や 途 中 の 部 分 で 可 撓 性 挿 入 部 が 撓 ん で
ス ム ー ズ に 挿 入 で き な い 状 態 に な る 場 合 が 珍 し く な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 従 来 は 、 可 撓 性 挿 入 部 の 先 端 ま で 挿 通 配 置 さ れ て 先 端 が 塞 が れ た 通 路 内 に 手 元 側
か ら 可 撓 性 の 押 し 込 み 棒 を 挿 通 し 、 押 し 込 み 棒 で 通 路 の 先 端 閉 塞 壁 を 突 っ 付 く こ と に よ り
可 撓 性 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 推 進 力 を 付 与 し て 、 可 撓 性 挿 入 部 の 前 進 を 補 助 し て い た （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ ５ ９ ２ ３
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 上 述 の よ う に 通 路 内 に 挿 通 し た 押 し 込 み 棒 で 通 路 の 先 端 閉 塞 壁 を 突 っ 付 く 操 作
は 、 可 撓 性 挿 入 部 が 管 腔 臓 器 の 奥 ま で 挿 入 さ れ て 途 中 で 複 雑 に 屈 曲 し 、 前 進 の 補 助 力 の 必
要 性 が 増 せ ば 増 す ほ ど 、 押 し 込 み 棒 と 通 路 内 面 と の 間 の 摩 擦 抵 抗 が 大 き く な っ て 補 助 力 が
低 下 し て し ま う と い う 矛 盾 を か か え て お り 、 ま た 、 手 元 操 作 を 力 を 入 れ て 行 う 必 要 が あ る
の で 術 者 に と っ て 非 常 な 消 耗 に な る 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 術 者 が 疲 れ る こ と な く 効 率 よ く 可 撓 性 挿 入 部 に 推 進 力 を 付 与 す る こ と
が で き る 内 視 鏡 の 推 進 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 推 進 装 置 は 、 内 視 鏡 の 可 撓 性 挿 入 部 内 の
長 手 方 向 に 、 錘 が 進 退 自 在 に 内 挿 さ れ た 錘 ガ イ ド 筒 を 配 置 し て 、 錘 ガ イ ド 筒 の 先 端 部 分 に
は 錘 の 先 端 面 が 当 接 す る 当 接 面 を 設 け る と 共 に 、 錘 ガ イ ド 筒 の 両 端 に 流 体 管 路 を 各 々 連 通
接 続 し 、 流 体 管 路 を 通 じ て 錘 ガ イ ド 筒 内 の 後 方 か ら 前 方 に 向 か っ て 流 体 を 流 す こ と に よ り
錘 を 錘 ガ イ ド 筒 内 の 後 方 か ら 前 方 に 移 動 さ せ て 錘 ガ イ ド 筒 の 当 接 面 に ぶ つ け 、 そ れ に よ っ
て 可 撓 性 挿 入 部 に 推 進 力 を 付 与 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 流 体 管 路 を 通 じ て 錘 ガ イ ド 筒 内 の 前 方 か ら 後 方 に 向 か っ て 流 体 を 流 す こ と に よ り
、 錘 が 錘 ガ イ ド 筒 内 を 前 方 か ら 後 方 に 移 動 し て 錘 ガ イ ド 筒 の 当 接 面 か ら 離 れ る よ う に す る
と よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 錘 の 位 置 を 検 出 す る た め の 錘 位 置 セ ン サ が 錘 ガ イ ド 筒 の 外 面 に 面 し て 配 置 さ れ て
い て も よ く 、 可 撓 性 挿 入 部 の 基 端 に 操 作 部 が 連 結 さ れ て 、 流 体 管 路 が 可 撓 性 挿 入 部 内 か ら
操 作 部 内 を 通 っ て 操 作 部 外 に 導 か れ 、 流 体 管 路 に 流 体 を 送 り 込 む 制 御 を 行 う た め の 流 体 流
制 御 手 段 が 操 作 部 外 に 配 置 さ れ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 流 体 管 路 を 通 じ て 錘 ガ イ ド 筒 内 の 後 方 か ら 前 方 に 向 か っ て 流 体 を 流 し
て 錘 を 錘 ガ イ ド 筒 の 当 接 面 に ぶ つ け る こ と に よ り 内 視 鏡 の 可 撓 性 挿 入 部 に 推 進 力 が 付 与 さ
れ る の で 、 術 者 が 推 進 操 作 に 疲 れ る こ と な く 、 管 腔 臓 器 の 深 部 に 挿 入 さ れ た 状 態 に な っ て
も 変 わ ら ぬ 推 進 力 を 効 率 よ く 可 撓 性 挿 入 部 に 付 与 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 内 視 鏡 の 可 撓 性 挿 入 部 内 の 長 手 方 向 に 、 錘 が 進 退 自 在 に 内 挿 さ れ た 錘 ガ イ ド 筒 を 配 置 し
て 、 錘 ガ イ ド 筒 の 先 端 部 分 に は 錘 の 先 端 面 が 当 接 す る 当 接 面 を 設 け る と 共 に 、 錘 ガ イ ド 筒
の 両 端 に 流 体 管 路 を 各 々 連 通 接 続 し 、 流 体 管 路 を 通 じ て 錘 ガ イ ド 筒 内 の 後 方 か ら 前 方 に 向
か っ て 流 体 を 流 す こ と に よ り 錘 を 錘 ガ イ ド 筒 内 の 後 方 か ら 前 方 に 移 動 さ せ て 錘 ガ イ ド 筒 の
当 接 面 に ぶ つ け 、 そ れ に よ っ て 可 撓 性 挿 入 部 に 推 進 力 を 付 与 す る よ う に す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 推 進 装 置 の 全 体 構 成 を 示 し て お り 、 内 視 鏡 の 可 撓 性 挿 入 部 １
の 先 端 に は 、 図 示 さ れ て い な い 観 察 窓 や 照 明 窓 等 が 配 置 さ れ た 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 か ら な
る 先 端 部 本 体 ２ が 連 結 さ れ 、 可 撓 性 挿 入 部 １ の 基 端 に は 操 作 部 ３ が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 可 撓 性 挿 入 部 １ の 先 端 寄 り の 部 分 内 に は 、 図 ２ に 拡 大 し て 示 さ れ る よ う に 、 例 え ば 鉄 塊
か ら な る 円 柱 状 の 錘 ５ が 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 内 挿 さ れ た 例 え ば 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 チ
ュ ー ブ か ら な る 錘 ガ イ ド 筒 ４ が 長 手 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。 そ の 錘 ガ イ ド 筒 ４ の 先 端 部 分
は 先 端 部 本 体 ２ の 後 端 壁 面 ２ ａ に 面 し て い て 、 先 端 部 本 体 ２ の 後 端 壁 面 ２ ａ が 、 錘 ５ の 先
端 面 が 当 接 す る 当 接 面 と し て 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 錘 ガ イ ド 筒 ４ の 後 端 に は 第 １ の 通 気 管 路 ６ が 連 通 接 続 さ れ 、 錘 ガ イ ド 筒 ４ の 先 端 に は 第
２ の 通 気 管 路 ７ が 連 通 接 続 さ れ て お り 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ の 通 気 管 路
６ か ら 錘 ガ イ ド 筒 ４ 内 に 空 気 を 送 り 込 ん で そ の 空 気 を 第 ２ の 通 気 管 路 ７ か ら 排 出 さ せ る こ
と に よ り 、 錘 ５ が 錘 ガ イ ド 筒 ４ 内 の 後 方 か ら 前 方 に 移 動 し て 先 端 部 本 体 ２ の 後 端 壁 面 ２ ａ
に ぶ つ か っ て 、 可 撓 性 挿 入 部 １ に 先 へ 進 む 推 進 力 が 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 錘 ガ イ ド 筒 ４ の 先 端 近 傍 と 後 端 近 傍 の 外 面 に 面 し て 、 錘 ５ の 位 置 を 検 出 す る た め の 先 側
位 置 検 出 セ ン サ ８ と 後 側 位 置 検 出 セ ン サ ９ が 配 置 さ れ て お り 、 そ の よ う な セ ン サ と し て 例
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え ば 渦 電 流 型 変 位 セ ン サ 等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 さ れ る ２ ０ は 、 両 通 気 管 路 ６ ， ７ に 対 す る 送 気 と 排 気 の 制 御 を 行 う た め の コ ン
ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト で あ り 、 操 作 部 ３ か ら 外 方 に 延 出 す る 両 通 気 管 路 ６ ， ７ の 基 端 部 分 が 着
脱 自 在 に 接 続 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ０ 内 に は 、 空 気 圧 縮 機 ２ １ と 、 そ の 空 気 圧 縮 機 ２ １ に よ っ て 加
圧 さ れ た 空 気 を 溜 め る た め の 空 気 タ ン ク ２ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 空 気 タ ン ク ２ ２
内 か ら 空 気 を 送 り 出 す た め の 送 気 管 ２ ３ が 二 つ に 分 岐 さ れ て 第 １ の 通 気 管 路 ６ と 第 ２ の 通
気 管 路 ７ と に 接 続 さ れ 、 第 １ の 通 気 管 路 ６ の 入 口 部 分 に 第 １ の 電 磁 弁 ２ ４ が 介 挿 接 続 さ れ
、 第 ２ の 通 気 管 路 ７ の 入 口 部 分 に 第 ２ の 電 磁 弁 ２ ５ が 介 挿 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ の 電 磁 弁 ２ ４ と 第 ２ の 電 磁 弁 ２ ５ は 、 共 に い わ ゆ る ３ ポ ー ト ２ ポ ジ シ ョ ン タ イ プ の
も の で あ り 、 図 １ に 示 さ れ る 第 １ の 電 磁 弁 ２ ４ の よ う に 、 第 １ の ポ ジ シ ョ ン で は 通 気 管 路
６ が 開 通 状 態 に な り 、 図 １ に 示 さ れ る 第 ２ の 電 磁 弁 ２ ５ の よ う に 、 第 ２ の ポ ジ シ ョ ン で は
通 気 管 路 ７ と 送 気 管 ２ ３ と の 間 が 閉 塞 さ れ て 、 通 気 管 路 ７ が 外 気 に 開 放 さ れ た 状 態 に な る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ２ ６ は 、 両 電 磁 弁 ２ ４ ， ２ ５ と 空 気 圧 縮 機 ２ １ の 各 動 作 を 制 御 す る た め の 制 御 回 路 で あ
り 、 可 撓 性 挿 入 部 １ 内 の 先 側 位 置 検 出 セ ン サ ８ と 後 側 位 置 検 出 セ ン サ ９ か ら の 検 出 信 号 が
入 力 さ れ 、 そ れ に 対 応 し て 両 電 磁 弁 ２ ４ ， ２ ５ の 動 作 を 制 御 す る 。 ま た 、 空 気 タ ン ク ２ ２
に 取 り 付 け ら れ て い る 圧 力 セ ン サ ２ ７ か ら の 検 出 信 号 が 入 力 さ れ 、 そ れ に 対 応 し て 空 気 タ
ン ク ２ ２ 内 の 圧 力 が 一 定 に な る よ う に 空 気 圧 縮 機 ２ １ の 動 作 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 例 の 内 視 鏡 の 推 進 装 置 に お い て 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ０
の 図 示 さ れ て い な い 手 動 ス イ ッ チ を Ｏ Ｎ に し て 制 御 回 路 ２ ６ に よ る 制 御 を 実 行 さ せ る と 、
ま ず 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ の 電 磁 弁 ２ ５ は 第 ２ の 通 気 管 路 ７ を 開 通 さ せ た 状 態 （ 第
１ の ポ ジ シ ョ ン ） に 制 御 さ れ 、 第 １ の 電 磁 弁 ２ ４ は 第 １ の 通 気 管 路 ６ を 外 気 に 開 放 さ せ た
状 態 （ 第 ２ の ポ ジ シ ョ ン ） に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ の 結 果 、 錘 ガ イ ド 筒 ４ 内 に 生 じ る 前 方 か ら 後 方 に 向 か う 空 気 流 に よ り 錘 ５ が 錘 ガ イ ド
筒 ４ の 後 端 部 側 に 退 避 し て 、 そ の 位 置 が 後 側 位 置 検 出 セ ン サ ９ に よ り 検 出 さ れ る 。 な お 、
こ の 動 作 の 際 に は 、 第 ２ の 電 磁 弁 ２ ５ を 半 開 状 態 （ 全 開 と 比 較 し て 厳 密 に 二 分 の 一 だ け 開
く と い う 意 味 で は な く 、 全 開 と 比 較 し て 数 分 の 一 程 度 の 範 囲 を 含 む ） に し て 、 錘 ５ の 運 動
に よ っ て 可 撓 性 挿 入 部 １ を 後 方 に 退 避 さ せ る 力 が 発 生 し な い か 、 発 生 し て も 小 さ な 力 に な
る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 錘 ５ が 錘 ガ イ ド 筒 ４ の 後 端 部 に 退 避 し た こ と が 後 側 位 置 検 出 セ ン サ ９ で 検 出 さ れ た ら 、
制 御 回 路 ２ ６ か ら 出 力 さ れ る 制 御 信 号 に よ り 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ の 電 磁 弁 ２ ４
は 第 １ の 通 気 管 路 ６ を 全 開 状 態 に 開 通 さ せ た 状 態 （ 第 １ の ポ ジ シ ョ ン ） に 制 御 さ れ 、 第 ２
の 電 磁 弁 ２ ５ は 第 ２ の 通 気 管 路 ７ を 外 気 に 開 放 さ せ た 状 態 （ 第 ２ の ポ ジ シ ョ ン ） に 制 御 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ の 結 果 、 錘 ガ イ ド 筒 ４ 内 に 生 じ る 後 方 か ら 前 方 に 向 か う 空 気 流 に よ り 錘 ５ が 高 速 で 錘
ガ イ ド 筒 ４ の 先 端 側 に 移 動 し て 先 端 部 本 体 ２ の 後 端 壁 面 ２ ａ に ぶ つ か り 、 可 撓 性 挿 入 部 １
を 前 方 に 押 し 進 め る 推 進 力 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 先 側 位 置 検 出 セ ン サ ８ が 錘 ５ の 位 置 を 検 出 し た ら 、 再 び 図 ３ に 示 さ れ る 状 態 に
戻 っ て 、 以 後 、 錘 ５ が 錘 ガ イ ド 筒 ４ の 後 端 側 に 退 避 す る 図 ３ の 状 態 と 、 錘 ５ が 先 端 部 本 体
２ の 後 端 壁 面 ２ ａ に ぶ つ か る 図 １ の 状 態 と を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 可 撓 性 挿 入 部 １ を 前 方
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に 押 し 進 め る 推 進 力 が 繰 り 返 し 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し た が っ て 、 術 者 は そ の よ う な 可 撓 性 挿 入 部 １ の 推 進 力 を 得 る た め に コ ン ト ロ ー ル ユ ニ
ッ ト ２ ０ の 手 動 ス イ ッ チ を 入 れ る だ け で そ の 後 は 何 ら の 操 作 を 必 要 と せ ず 、 ま た 、 可 撓 性
挿 入 部 １ が 複 雑 に 屈 曲 し た 管 腔 臓 器 の 奥 に 進 入 し た 状 態 で も 推 進 力 が 低 下 し な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、
操 作 部 ３ か ら の 遠 隔 操 作 に よ っ て 屈 曲 す る 湾 曲 部 １ １ が 可 撓 性 挿 入 部 １ の 先 端 付 近 に 形 成
さ れ た 内 視 鏡 に お い て は 、 湾 曲 部 １ １ の 後 端 壁 面 １ ２ に 錘 ５ を ぶ つ け て 可 撓 性 挿 入 部 １ に
前 方 へ の 推 進 力 を 付 与 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 錘 ガ イ ド 筒 ４ 内 に 送 り 込 む 流 体 と し て は 、 空 気 に 限 ら ず そ の 他 の 各 種 気 体 を 用 い
て も よ く 、 液 体 を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 推 進 装 置 の 全 体 構 成 （ 錘 前 進 時 ） を 示 す 略 示 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 推 進 装 置 の 先 端 部 分 を 拡 大 し て 示 す 側 面 断 面 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 推 進 装 置 の 全 体 構 成 （ 錘 後 退 時 ） を 示 す 略 示 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 推 進 装 置 の 全 体 構 成 （ 錘 前 進 時 ） を 示 す 略 示 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ 　 可 撓 性 挿 入 部
　 ２ 　 先 端 部 本 体
　 ２ ａ 　 後 端 壁 面 （ 当 接 面 ）
　 ３ 　 操 作 部
　 ４ 　 錘 ガ イ ド 筒
　 ５ 　 錘
　 ６ 　 第 １ の 通 気 管 路 （ 流 体 管 路 ）
　 ７ 　 第 ２ の 通 気 管 路 （ 流 体 管 路 ）
　 ８ 　 先 側 位 置 検 出 セ ン サ （ 錘 位 置 セ ン サ ）
　 ９ 　 後 側 位 置 検 出 セ ン サ （ 錘 位 置 セ ン サ ）
　 ２ ０ 　 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト （ 流 体 流 制 御 手 段 ）
　 ２ １ 　 空 気 圧 縮 機
　 ２ ２ 　 空 気 タ ン ク
　 ２ ３ 　 送 気 管
　 ２ ４ 　 第 １ の 電 磁 弁
　 ２ ５ 　 第 ２ の 電 磁 弁
　 ２ ６ 　 制 御 回 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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